
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Mechanical Engineering (Day Course) [⇒Japanese]

Control Engineering 2 units (selection)

Masafumi Miwa ·Associate Professor / Intelligent Machines, Department of Mechanical Engineering

Target〉 機械を知能化するためには，その位置や速度および力などの制御が必要
である. 本講義では，これらの制御を取り扱うサーボ機構の基本構成要素であ
るアクチュエータの駆動原理および制御技術について論じ，また， レポート
を課し，中間試験を実施することにより，機械を知能化する上で必要な基礎
知識を修得させる.

Outline〉 位置 ·速度 ·力などの制御を取り扱うサーボ機構の構成要素である電気
·油圧 ·空気圧アクチュエータや 制御弁などの 構造 ·機能およびサーボ系の各
種制御法について講義し，その応用事例について論じる.

Keyword〉 control, actuator, servo
Fundamental Lecture〉 “Mechanical Measurement”(1.0), “Applied Dynamics

of Machine”(1.0), “Mechatronics Engineering”(1.0)

Relational Lecture〉 “Robotics”(0.5), “Automatic Control theory 2”(0.5)

Requirement〉 特になし．
Notice〉 「「機械計測」「振動工学」「自動制御理論 1.2」「メカトロニクス工学」」
の履修を前提にして講義を行う．

Goal〉 1．アクチュエータや制御弁の駆動原理と制御技術を理解する． 2．サー
ボ機構の構成と制御法を理解する．

Schedule〉
1.サーボシステムの基本構成
2.システムの動特性
3.コントローラとセンサ ·レポート
4.アクチュエータ概論
5.アクチュエータによる制御 ·レポート
6.微小駆動用電動アクチュエータ
7.電動アクチュエータ
8.中間試験:解説
9.電動サーボシステム ·レポート

10.油圧アクチュエータ
11.油圧制御弁
12.油圧サーボシステム ·レポート
13.空気圧アクチュエータ
14.空気圧制御弁
15.空気圧サーボシステム ·レポート

16.定期試験
Evaluation Criteria〉 試験 (70点)，授業への取り組み状況，レポートなどの平常
点 (30点)とし 60%以上を合格とする．

Relation to Goal〉 (B)に対応する．
Textbook〉 武藤高義著「アクチュエータの駆動と制御」コロナ社
Reference〉
�岡田養二 ·長坂長彦著:「サーボアクチュエータとその制御」コロナ社
�山口惇 ·田中裕久著:「油空圧工学」コロナ社
�宮入庄太監修:「アクチュエータ実用事典」フジテクノシステム

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216033
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒橋本(M420,656-7387,hasimoto@me.tokushima-u.ac.jp)

Note〉
�単元が終わるごとにレポートを課し，また中間試験を行うので，予習復習
は欠かさず行うこと.
�授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復習
をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要で
ある．
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